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研究成果概要 
 CTA大口径望遠鏡(Large Size Telescope: LST)の光学系 23m口径の主鏡には、2m2サ

イズの六角形(1.5m 辺-辺) 分割球面反射鏡が一台辺り約 200枚放物面状に配置される。
宇宙線研と「三光精衡所」と共同で開発した鏡は、５層のスパッタリングコーティング

(Cr＋Al+SiO2+HfO2+SiO2)による高い反射率（平均 91%@350nm）や温度サイクルテス
ト等による環境試験にて良好な結果を示せたことにより、CTAとして正式に採用され、
本年度はその量産と品質管理、そして観測サイトであるスペイン、ラパル島への運送を

行った。 
	 量産された分割鏡は、1枚 1枚が要求結像性能を満
たしているか検査し、それぞれの曲率半径（仕様: 56-
58.4m）を正確に(誤差±0.2m)求める必要がある。そ
の測定に、点源を使う鏡面精度評価試験方法(2f法)を
用いており、その測定システムを宇宙線研（６階）に

整備した。またその測定システムを鏡の製造元である

「三光精衡所」にも導入し、製造後直ぐに品質を検査

できるようになった。この２f法により測定された鏡
193枚（約 LST１台分）の曲率半径と結像性能の結果
の分布を図１に示す。幾つかの鏡は結像性能が仕様

(直径 34mm@2f 〜2分角)を超えているが、これらは量産の初期ロットであり、2016年
11月以降製造の鏡は全て仕様を満たしている。そして、2017年 3月末までにこれら 193
枚の鏡を無事現地観測サイト（ラパルマ島）に無事運送完了することができた。また、

この測定結果をもとに、光線追跡シミュレーションを用いて、198 枚の分割鏡の最適な

	
図 1. 2f法により測定された、193枚
の鏡の結像性能(y軸)と曲率半径(x軸)
の結果の散布図。 



配置方法を求めた。その結果に基づき、現状では曲率半径を基準に３つのグループに分

けて配置場所を定義する方法をベースに考えている。一方で、2f測定の結果を用いた鏡
表面の非球面構造を解析する新たな解法も導入しており、さらなる配置の最適化の可能

性も検討している。 

 
図 2 光線追跡シミュレーションから求めた、主鏡全
体の結像性能。曲率半径によって 1個から 6個のグル
ープに分けて配置した時の違い。３つ以上のグループ

分けるとほぼ理想的な配置時と同等と示された。 

 
 
図 3	 ラパルマ島への運搬準備の作業の様子 
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